
学校における働き方改革は、

３⃣ どのように、推進するのか？

２⃣ なぜ、推進するのか？

１⃣ どこを目指すのか？

本日の流れ ☞ 目指す子供たちの姿（子供像）を実現するために
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県公立学校における働き方改革推進計画の着実な推進

３⃣ どのように、推進するのか？
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 ◆ 子どもたちへの”よりよい教育”を行うためには？

 教職員 
☞  重要な

  教育環境

３⃣ どのように、推進するのか？
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● 教育環境を整えるには？

最重要課題

３⃣ どのように、推進するのか？
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☞『私たちのピース・リスト２０２３』を自分事として取り組む

●「３軸・６視点」の実感を向上させるためには？

「時間と機会の創出」が必要

３⃣ どのように、推進するのか？

40



☞ 具体的実践等を記載しています。

アンケート結果等を反映

全５０項目の取組事項（No１～５０）

目標期間（短期・中期・長期）を
〇で示しています。

【取組主体】 その他（関連団体等)
☞ 保護者・地域の連携が必要な内容です

◆『私たちのピース・リスト２０２３』の構成

３⃣ どのように、推進するのか？
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「学校・教師が担う業務に係る３分類」14の業務との関連

◆『私たちのピース・リスト２０２３』の構成

３⃣ どのように、推進するのか？
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３⃣ どのように、推進するのか？

「子供たちに対してより良い教育」を行うために・・・

学校・家庭・地域
が一体となった

取組が必要
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３⃣ どのように、推進するのか？

「子供たちに対してより良い教育」を行うために・・・
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●『基本的には学校以外が担うべき業務』 
を進めるための対応策として…

  例えば、
① 登下校に関する対応

→ 地域ボランティアの協力

② 学校徴収金の徴収・管理
→ 教育DXの推進（口座振替の推進など）

③ 放課後から夜間などにおける見回り、
児童生徒が補導された時の対応
→ 保護者や地域への理解醸成

登下校の安全見守り（沖縄市）

３⃣ どのように、推進するのか？

「子供たちに対してより良い教育」を行うために・・・

☞ 学校・家庭・地域が一体となった取組が必要
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■『学校の業務だが、必ずしも教師が担う必要のない業務』
を進めるための対応策として…

 例えば、
⑤ 調査・統計等への回答等

→ 依頼調査の精選、Web回答

⑥ 児童生徒の休み時間における対応
→ 地域ボランティアの協力

⑦ 校内清掃
→ 隔日清掃・ノー清掃デーの実施

⑧ 部活動
→ 部活動指導員の配置・外部指導者等の協力 市内出身の陸上選手による

陸上教室（南城市）

昼休みの児童生徒の見守り

３⃣ どのように、推進するのか？

「子供たちに対してより良い教育」を行うために・・・

☞ 学校・家庭・地域が一体となった取組が必要
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◎ 部活動指導員とは

男子ソフトテニス部 ダンス部 女子バドミントン部

部活動指導員（平成29年度に学校教育法施行規則により設置）

スポーツ、文化、科学等に関する部活動において、
校長の監督の下に技術的な指導に従事する職員

☞ 中学校は119名配置、高校は40名配置（令和6年8月末時点）

３⃣ どのように、推進するのか？
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『教師の業務だが、負担軽減が可能な業務』  
    を進めるための対応策として…

 例えば、
⑨ 給食時の対応
⑩ 授業準備
⑪ 学習評価や成績処理
⑫ 学校行事の準備・運営
⑬ 進路指導
⑭ 支援が必要な児童生徒・家庭への対応

→ 教員業務支援員の配置・地域ボランティア等の協力

ミシン指導（豊見城市）

プール授業見守（沖縄市）

遠足の見守り（中城村）

３⃣ どのように、推進するのか？

「子供たちに対してより良い教育」を行うために・・・

☞ 学校・家庭・地域が一体となった取組が必要
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◎ 教員業務支援員とは

授業準備の様子（浦添市）

教員業務支援員
（令和３年度に学校教育法施行規則により設置）

教員の業務の円滑な実施に必要な
支援に従事する職員

☞ 県立学校：60校配置（令和6年12月末時点）

 市町村立学校： ２２８校分
 （令和6年12月末時点）

 ※２５市町村教育委員会へ費用補助

３⃣ どのように、推進するのか？
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学校と家庭、地域間での
相互理解不足？

（何のための働き方改革？）

「働き方改革だから」ということで
行事が減るのはどうなんだろう？

３⃣ どのように、推進するのか？

これまで先生が
やっていた仕事を

誰がやるの？

急に学校の経営方針が
変わって困ります！
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３⃣ どのように、推進するのか？

「子供たちに対してより良い教育」を行うために・・・

学校・家庭・地域が、
部活動や地域行事等の
様々な活動における
連携分担について
対話を積み重ね、
その連携分担の
必要性を理解した上で、
連携・協働すること
が大切です。

◆  学校・家庭・地域との
  連携・協働の在り方について

対話の積み重ね
が大切
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対話の場を
設定しよう！

◆ 学校・家庭・地域が一体
となって推進するために

✓ 目指す児童・生徒像の共有

✓ 連携・協働体制の構築

３⃣ どのように、推進するのか？

☞「私たちのピース・リスト2023」の活用

対話（聴く、訊く、聞く、等々）
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【例】● 登下校に関する対応 ● 地域ボランティアの連絡調整
● 部活動の対応     ● 地域行事等の参加の対応

    ● 放課後から夜間における見回り、児童生徒が補導された時の対応
 等々・・・

保護者や地域社会が担うことができる業務の連携・協働

３⃣ どのように、推進するのか？

対話の場 ： 学校運営協議会（学校評議員会）、ＰＴＡ運営員会 等々を通して

 ☞「私たちのピース・リスト2023」の活用

例えば 地域学校協働本部・コミュニティ・スクールの推進
学校部活動の地域連携・地域クラブ活動への移行

★ 社会全体の意識改革、理解醸成が必要

対話
しよう！
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◆ 学校における働き方改革に、特効薬はない。

☞ やれそうなことからやる！
 （解決に時間を要する取組も進めながら･･･）

学校における働き方改革の実現による 沖縄県の未来像

◆ 学校だけ、教育委員会だけで完結するものではない。

☞ 自分事としてやる！
（それぞれの立場で各々の役割・責任にもとづいて）

３⃣ どのように、推進するのか？

「子供たちに対してより良い教育」を行うために・・・
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☞ “学校が人を創り、人が地域を創り、地域が学校を創る”

３⃣ どのように、推進するのか？

◆  それぞれの立場や各々の役割・責任もとづいて

  「やれそうなことからやる！」「自分事としてやる！」
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◆  令和８年までの集中取組期間 新しいプランで進めよう！

● 働き方改革推進計画（令和6～8年度版）
  『私たちのピース・リスト2023』

https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku
/edu/1008490/1008491/1008508/1
024388/1027590.html

◆みんなの学校！
ピースフル・プラン
(全体版)
（動画 17分42秒）

◆私たちのピース・
リスト2023

（動画 7分29秒）

https://www.youtube.com/w
atch?v=E_-ceZCVCQo

https://www.youtube.com
/watch?v=jPvYPNsjRcI

働き方改革推進課（資料）

学校・家庭・地域が一体となって
学校における働き方改革の推進を

よろしくお願いします！
ご清聴ありがとうございました。
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